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●　河川法の変遷
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わが国の河川制度は、明治29年に旧河川法が制定されて以来、幾たびかの改正を経て現在にいたっています。特に、昭和39年に制定された新河川法では、水系一貫管理制度の導入など、治水、利水の体系的な制度の整備が図られ、今日の河川行政の規範としての役割を担ってきました。しかしながら、その後の社会経済の変化により、近年、河川制度をとりまく状況は大きく変化しています。
現在では河川は、治水、利水の役割を担うだけではなく、うるおいのある水辺空間や多様な生物の生息・生育環境として捉えられ、また、地域の風土と文化を形成する重要な要素としてその個性を活かした川づくりが求められてもいます。さらに、社会経済・生活様式の高度化に伴って、渇水による社会的影響が著しくなるなど、円滑な渇水調整の推進などが課題となっています。
このような背景を受けて、平成9年5月に河川法が改正され、河川法第1条では次のとおり、河川管理の目的を定めています。

「この法は、河川について、①洪水、高潮等による災害の発生が予防され、②河川が適正に利用され、流水の正常な機能が維持され及び③河川環境の整備と保全がされるようにこれを総合的に管理することにより、国土の保全と開発に寄与し、もって公共の安全を保持し、かつ、公共の福祉を増進することを目的とする。」
このように、法の目的にこれまでの「①治水」、「②利水」に加え「③河川環境の整備と保全」が位置付けらました。また、河川整備の計画の改正と計画策定の手続きが整備され、地域の意見を反映した河川整備の計画制度が導入
されることとなりました。（Ａ）

※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。




■　「河川法」の変遷の参考文献
　Ａ：国土交通省河川局ホームページ：http//www.mlit.go.jp/rivetgaiyou/seibi/about.html

内容：河川整備基本方針、河川整備計画について
２．背　景
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